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主な内容

◆地球温暖化防止対策の市民レベルの活動を推進
　　　　　　　　「京丹後エコファミリー」を設立
◆京丹後市の介護保険料

大宮第一小学校 峰山幼稚園

「丹後のコシヒカリ」は、日本穀物検定協会による食味ランキングで、
新潟県の魚沼産と並ぶ、最高位の「特Ａ」の評価を2年連続（H15・H16）得て、

「日本一おいしいお米」として、全国に広まっています。
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ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人 ＮＰＯ法人 

地球温暖化防止対策の市民レベルの活動を推進 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
、
京
丹

後
市
が
協
働
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
を
進
め
る
『
京
丹
後
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー
』
を
こ
の
た
び

設
立
し
ま
し
た
。 

地球にやさしい京丹後市地域ブランドづくり 
市民協働による地球温暖化防止 

京丹後市京丹後市 京丹後市 

京丹後エコファミリー京丹後エコファミリー 京丹後エコファミリー 

京都エコエネルギー 

プロジェクトの推進 

エコドライブの普及 

うみかぜ風力エネルギー普及 

地球温暖化防止 

実行計画を策定 

温暖化防止意識の啓発学習会の開催 

家庭の省エネルギー・リサイクル活動の啓発 

新エネルギー活用学習会の開催 

新エネルギー導入の検討 

地域ぐるみの活動の検討 

環境ＮＰＯ法人との情報交換や活動支援 

環境学習講師ボランティアの検討 

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の

第
一
歩
と
し
て
、
「
京
都
議
定
書
」

が
二
月
十
六
日
に
発
効
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
な
ど
）
の
増
大
に

よ
り
地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
自
然

の
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
大
気
中
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
採
択
さ
れ

た
議
定
書
で
、
先
進
国
な
ど
に
対
し

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
間

に
一
定
数
値
を
削
減
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。 

　
温
暖
化
を
止
め
る
に
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
が
必
要
で
、

議
定
書
に
お
い
て
日
本
は
、
責
務
と

し
て
一
九
九
〇
年
を
基
準
に
六
％
の

排
出
削
減
の
数
値
目
標
が
あ
り
ま
す 

京都府京都府 

地球温暖化防止地球温暖化防止 

活動推進センター活動推進センター 

京都府 

地球温暖化防止 

活動推進センター 

京丹後エコファミリー　設立京丹後エコファミリー　設立 京丹後エコファミリー　設立 
手
を
携
え

手
を
携
え 

　
　
地
球
温
暖
化
防
止

　
　
地
球
温
暖
化
防
止 

手
を
携
え 

　
　
地
球
温
暖
化
防
止 

相互支援相互支援 

活動アドバイス活動アドバイス 

事業の展開事業の展開 

周辺地域へ発信周辺地域へ発信 
市民・事業所・市民・事業所・ 

地域へ発信地域へ発信 

活動内容の紹介活動内容の紹介 

協働活動の推進協働活動の推進 

相互支援 

活動アドバイス 

事業の展開 

周辺地域へ発信 
市民・事業所・ 

地域へ発信 

活動内容の紹介 

協働活動の推進 

＝
京
都
議
定
書
＝ 
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が
、
こ
の
目
標
は
簡
単
に
達
成
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
規

模
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
個
人
や

団
体
の
レ
ベ
ル
で
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
い
か
に
大
勢
の
か
た
が
手
を

携
え
る
か
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

   

　
そ
の
よ
う
な
中
、
京
丹
後
市
で
も

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
行
政
な
ど
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
か
た
が
協
働
し
て
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
積
極
的
な

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
京
丹
後

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
設
立
し
ま
し

た
。 

　
「
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
で

は
、
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め
、
モ

デ
ル
地
域
や
一
般
家
庭
、
公
園
、
事

業
所
な
ど
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

市
お
よ
び
京
都
府
と
協
力
し
て
風
力

発
電
施
設
の
整
備
を
図
る
「
う
み
か

ぜ
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
モ
デ
ル
事

業
」
を
推
進
。
ま
た
、
温
暖
化
対
策

の
普
及
啓
発
や
環
境
学
習
活
動
な
ど
、

温
暖
化
対
策
を
総
合
的
に
進
め
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

　 

 

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
多
く
の

か
た
が
か
か
わ
っ
て
「
市
民
の
う
ね

り
」
と
し
て
、
温
暖
化
防
止
を
効
果

的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

「
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
で
は
、

今
後
さ
ら
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
個

人
・
団
体
に
呼
び
か
け
、
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。 

　 　
地
域
の
た
め
、
地
球
の
た
め
に
み

な
さ
ん
が
手
を
つ
な
ぎ
、
地
球
の
温

暖
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

うみかぜ風力エネルギー普及モデル事業うみかぜ風力エネルギー普及モデル事業 京丹後の自然環境を活かす京丹後の自然環境を活かす うみかぜ風力エネルギー普及モデル事業 京丹後の自然環境を活かす 
　
京
都
議
定
書
の
発
効
に
あ
わ
せ
、
京
都
府
と
京

丹
後
市
で
は
本
年
度
か
ら
、
「
う
み
か
ぜ
風
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
一
般
家

庭
や
公
共
施
設
な
ど
に
風
力
発
電
施
設
を
設
置
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
丹
後
で
は
現
在
、
京
都
府
の
事
業
と
し
て
丹
後

地
域
に
吹
く
風
を
利
用
し
、
直
径
五
十
メ
ー 

ト
ル

の
羽

根
を
持
つ
大
型
風
車
六
基
が
太
鼓
山
風
力
発
電
所

（
伊
根
町
）
で
稼
働
。
ま
た
、
「
風
の
が
っ
こ
う

京
都
」
や
掛
津
公
会
堂
な
ど
で
は
風
力
太
陽
光
併

用
発
電
機
が
整
備
さ
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
事
業
で
は
、
海
風
の
強
い
丹
後
町
沿
岸
付
近

の
公
共
施
設
に
中
型
の
風
力
発
電
施
設
を
設
置
。

　
ま
た
、
一
般
家
庭
や
旅
館
、
事
業
所
、
公
園
、

駐
車
場
、
民
宿
な
ど
か
ら
数
百
ワ
ッ
ト
〜
二
㌔
ワ

ッ
ト
級
の
風
力
発
電
機
の
設
置
希
望
者
を
募
り
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
保
進
に
よ
り
、
温
暖
化
防

止
の
推
進
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
訪

れ
た
か
た
へ
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上
に
役
立
つ

よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

大
切
な
の
は

大
切
な
の
は 

　
市
民
の
う
ね
り

　
市
民
の
う
ね
り 

市
民
レ
ベ
ル
の

市
民
レ
ベ
ル
の 

　
　
　
活
動
を
推
進

　
　
　
活
動
を
推
進 

大
切
な
の
は 

　
市
民
の
う
ね
り 

市
民
レ
ベ
ル
の 

　
　
　
活
動
を
推
進 

　さまざまなかたが協働して環境問題に取り組

む「京丹後エコファミリー」の設立総会が、４

月14日に丹後庁舎で開かれ、今後の取り組みな

どについて話し合われました。 

　同協議会は、婦人会やＮＰＯ法人、観光協会、

市職員をはじめ京都府地球温暖化防止活動推進

員のかたなど20人で構成。 

　設立総会では、会の名称を決定するとともに、

会長に中江平治丹後町商工会長、副会長に清水

愛子丹後町婦人会長を選出。新エネルギー普及

検討部会や広報啓発部会などの専門部会を設け、

小型風力発電施設設置の推進や環境学習会の開

催などの事業計画について熱心な意見が交わさ

れました。 

市　民市　民 ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人 
事業者事業者 行　政行　政 
市　民 ＮＰＯ法人 
事業者 行　政 が協働 

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め 

　
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認 

掛
津
公
会
堂
前
に
あ
る
風
力
太
陽
光
併
用
発
電
機 
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　本格的な高齢社会の中で、介護を必要とするかたが急速に増え、本人や家族にとって大きな負担となっ

ています。介護保険は、老後の最も大きな不安要因となっている高齢者のかたの介護を、社会全体で支え

ていく制度です。 

　京丹後市の介護保険料額の基準は、月額2,800円で世帯の課税状況や本人の所得状況に応じて、下記の６

段階にわかれます。 

※老齢福祉年金は、明治44年４月１日以前に生まれたかた、または大正

５年４月１日以前に生まれたかたが受けている年金のことです。 

京丹後市の介護保険料京丹後市の介護保険料 京丹後市の介護保険料 
介 護 保 険 と介 護 保 険 と は 介 護 保 険 と は 

　介護保険の財源は、国

や府、市の負担金（公費）

と40歳以上のかたが納め

る保険料でまかなわれて

います。保険料は、介護

サービス費用の保険給付

分や介護サービスの整備

など、介護保険事業にか

かる費用にあてられてい

ます。保険料は、介護保

険を円滑に運営していく

ための大切な財源です。 

介護保険の財源は介護保険の財源は 介護保険の財源は 

保 険 料 の 額保 険 料 の 額 は 保 険 料 の 額 は 

保険料段階 

第１段階 

 

第２段階 

 

第３段階 

 

第４段階 

 

第５段階 

 

第６段階 

  基準割合 

基準額の 0.3  

 

基準額の 0.7  

 

基準額の 1.0  

 

基準額の1.25 

 

基準額の 1.5  

 

基準額の 2.0 

所得段階別保険料 

10,000円/年 

（2,800円×12か月×0.3） 

23,500円/年 

（2,800円×12か月×0.7） 

33,600円/年 

（2,800円×12か月×1.0） 

42,000円/年 

（2,800円×12か月×1.25） 

50,400円/年 

（2,800円×12か月×1.5） 

67,200円/年 

（2,800円×12か月×2.0） 

　　　　　　　対　象　と　な　る　か　た 

生活保護受給者 

老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町村民税非課税のかた 

世帯全員が市町村民税非課税のかた 

世帯のだれかに市町村民税が課税されているが、 

本人は市町村民税非課税のかた 

本人が市町村民税課税で、 

前年の合計所得金額が200万円未満のかた 

本人が市町村民税課税で、 

前年の合計所得金額が200万円以上500万円未満のかた 

本人が市町村民税課税で、 

前年の合計所得金額が500万円以上のかた 

介護保険の財源 

国 25.0％ 

府 12.5％ 

市 12.5％ 
65歳以上のかたの保険料 
　　　　　　　　　18.0％ 

40歳～64歳のかたの保険料 
　　　　　　　　　　32.0％ 
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保険料の納め方は保険料の納め方は 保険料の納め方は 

介護保険のサービスを利用するには介護保険のサービスを利用するには 介護保険のサービスを利用するには 

　保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通徴収）

があります。 

老齢・退職年金が年額18万円以上のかたは、２か月ごとの年金

定期払いの際にあらかじめ差し引かれます。 

普通徴収の対象のかたで、口座振替依頼届出書を提

出されたかたが対象となります。 

 市税などを口座振替で引き落とされていても、本

人の振替依頼がないと介護保険料の引き落としがで

きないため、あたらめて口座振替依頼書を提出して

いただくことになります。（口座振替依頼書は、市民

局および金融機関などの窓口にあります。通帳と届

出印をご持参いただき、依頼書に必要事項を記入・

押印し、振替依頼先の金融機関にご提出ください） 

※納付方法や納付金額は、同一世帯であっても個人によって違うことがあり

ますので、詳しくは納入通知書（６月中旬発送予定）をご覧ください。 

　介護保険制度は、公費（税金）と40歳以上のかたが納める保険料を財源として運営されています。社

会全体で支えあう制度ですから、保険料を納めないでいると、滞納していた期間に応じて保険給付が制

限される場合などがあります。 

 また、普通徴収保険料の納付義務は、本人だけでなく本人の配偶者や世帯主も連帯して負うことにな

っています。 

申　　請申　　請 

　常に介護が必要になったり、日常生活で支援が必要になったら、市民局地域福祉課など

で「介護などが必要なかたが、どのような状態で、どのようなサービスを利用したいか」

などをご相談いただき、状態に応じて要介護認定の申請を行ってください。（申請には、

65歳以上のかたにお渡ししています「介護保険被保険者証」をご持参ください） 

申　　請 

訪問調査訪問調査 

　市では、申請書の記載内容に従い、かかりつけの医師に意見書の提出依頼をするととも

に、職員がご本人の心身の状況を調査にうかがいます。この調査は、全国共通のもので、

コンピュータにより一次判定の結果を出し、コンピュータでは判断できない状況を、特記

事項として記載します。 

訪問調査 

審査・判定審査・判定 
　一次判定の結果と特記事項、主治医意見書をもとに、医療・保健・福祉の専門家で構成

する介護認定審査会が全国一律の基準により審査し、認定結果を判定します。 
審査・判定 

認　　定認　　定 

　認定結果は、「非該当（自立）」と「要支援」、「要介護１～５」までの７段階にわかれ

ます。サービスの利用ができるのは、要支援から要介護５までのかたで、介護度に応じて

サービスの利用できる限度額が決められています。また、受けるサービスの種類によって

は、介護度により利用者の負担額も変わってきます。 

認　　定 

 介護サービスは、介護支援専門員（ケアマネージャー）などが作成する「介護サービス

計画」に基づき提供されますので、申請後は、居宅介護支援事業者（計画を作成する事業

所）にどのようなサービスの希望があるかなどを伝え、計画づくりを依頼するなどして計

画を作成します。 

介護サービス計画介護サービス計画 

（ケアプラン）（ケアプラン） 

介護サービス計画 

（ケアプラン） 

特別徴収特別徴収 特別徴収 口座振替口座振替 口座振替 

年度の途中で65歳になられたかたや転入されたかた、老齢・退

職年金が年額18万円未満のかたなどが対象となります。また、

年金受給者であっても現況届の遅延などにより一時的に年金受

給が止まった場合も普通徴収となります。（翌年10月までは年

金からの天引きができませんので、納め忘れにご注意ください） 

普通徴収普通徴収 普通徴収 

⇩

⇩

⇩

⇩
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　最近、「支払い督促」や「小額訴訟」などの訴訟制度を悪用した新しい手口が出てきました。 

 身に覚えがないからと放置すると、欠席裁判で金銭の支払いを命ぜられる可能性があります。発送元が、弁護

士や裁判所であり封書による場合には、身に覚えがなくても必ず裁判所に確認しましょう。その際、封書に記載

されている電話番号には連絡せず、NTTの電話番号案内で裁判所や弁護士の電話番号を確認してください。 

危ない危ない!　あなたを狙う黒い影　あなたを狙う黒い影 危ない危ない!　あなたを狙う黒い影　あなたを狙う黒い影 

振り込め詐欺に振り込め詐欺に 

　　　　　　気をつけて　　　　　　気をつけて!

振り込め詐欺に 

　　　　　　気をつけて!

　　振り込め詐欺とは、「オレオレ詐欺」、「架空請求詐欺」、「融資保証金詐欺」の総

称です。 

　これまでは、犯人が「オレ、オレ」と切り出す、いわゆる「オレオレ詐欺」が主

流でした。ところが、最近ではこれ以外の手口も多くなり、被害者が詐欺と気づか

ずに振り込んでしまうことが多くなっています。 

 これらの高額現金詐欺のほとんどが、預貯金口座への振り込みによることから、

「振り込め詐欺」の名称で注意を呼びかけています。 

手口は一段と巧妙に　!
 最近は、「おれ、オレだよ」と孫や息子を装う手口から、警察官や弁護士、交通事故の当事者、金融業者、

暴力団さらには職場関係者などを装い、示談金や借金の返済、仕事上のミスの賠償などと称して現金の振

り込みを要求するほか、あらかじめ入手した名簿などの個人情報から住所、氏名、生年月日、勤務先や通

学先などを確認のうえで、息子や娘になりすますなど、手口が一段と巧妙化しています。 

最近の特徴 
●交通事故の示談金や借金の保証人、中絶手術の費用など内容は

さまざま 

●ナンバーディスプレイに自宅や警察署の電話番号を表示させる 

●ATM（現金自動預払機）から振り込ませる 

●家人が少ない月曜日～金曜日の日中の電話が多い 

このような電話があったときは 

●あわてずに電話を切った後で、必ず本人や家族と連絡を取り、

事実を確かめる 

●警察官や弁護士を名乗っているときは、相手の所属する警察

署や法律事務所を聞き、NTTの電話番号案内で調べたうえで

かけ直して確認する 

※警察官が、事故当事者の家族に示談を進めることはありません。

また、弁護士や保険会社が、当事者の家族に電話ですぐに示

談金を振り込むように要求することはありません。 

■すぐに振り込まない 

■一人で振り込まない 

■不審な時はすぐ警察へ

連絡する 

架空請求詐欺（恐喝）に架空請求詐欺（恐喝）に 

　　　　　　　　　ご用心！　　　　　　　　　ご用心！ 

架空請求詐欺（恐喝）に 

　　　　　　　　　ご用心！ 

　身に覚えのない借金や債務、有料サイトの利用料金など架空の事実を口実と

した電話や文書により、現金を振り込ませてだまし取る手口です。 

 もしも、ハガキやメールなどで債務の返済や有料サイト利用料金などの支払

い請求を受けた場合は、次の点に注意しましょう。 

●利用した覚えがなければ現金を振り込まない 

●相手に連絡しない 

●相手に自分の氏名、住所を教えない 

●見覚えのない送信元からのメールに表示されているアドレスにはアク

セスしない 

●念のため、請求書類は保管しておく 

◆被害に遭わないためのポイント◆被害に遭わないためのポイント ◆被害に遭わないためのポイント 
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融資保証金詐欺に融資保証金詐欺に 

　　　　　　ご注意を！　　　　　　ご注意を！ 

融資保証金詐欺に 

　　　　　　ご注意を！ 

　実際には融資しないにもかかわらず、融資勧誘のハガキやメールを送り、融資の

申し込みをされたかたに対して、保証金などを名目に現金を振り込ませるなどの方

法でだまし取るものです。 

　事前に現金の振り込みを要求するものは、特に要注意です。どのような名目であ

っても、融資を前提に現金を振り込ませることは、正規の貸金業者では考えられま

せん。また、国の制度としても存在しません。 

うまい手口の悪質商法には十分注意しましょううまい手口の悪質商法には十分注意しましょう うまい手口の悪質商法には十分注意しましょう 

「もらわねば損、買わねば損」い

や、タダほど高いものはありませ

ん！ 

 安売りや講習会などの名目で人

を集めて、最後には羽毛布団や健

康食品・福を呼ぶツボなどの高額

商品を売りつけます。 

 締め切った会場で雰囲気を盛り

上げ、安い景品を配布し一種の催

眠状態をつくり出し、冷静な判断

を失わせます。 

『催眠（SF）商法』 『点検商法・かたり商法』 

　もっともらしさに、要注意！ 

 配水管やシロアリ、消火器な

どの「無料点検に来ました」、「○

○○の方から来ました」と制服

らしいものを着たセールスマン

が訪問します。 

 事前に何の連絡もせずに「無

料で点検します」という業者に

は十分警戒し、その場では契約

しないこと。不要なものは、は

っきりと断りましょう。 

『内職商法』 

　収入を得る前に多額の費用がか

かることはありえません。 

 「内職や副業（サイドビジネス）

で高収入が得られる」といって高

額な教材や講習費を支払わせます。

　仕事をもらった場合でも、「技

術不足」などを理由に、勧誘のと

きに示されたような収入が支払わ

れません。強引な勧誘や支払いを

急がせる業者は、特に注意が必要

です。 

これらは、ほんの一例です。 ●いらないものは、はっきり「いりません」と断る 

●「よろしいです」、「結構です」は、どちらともとれる返答な

ので絶対に言わない 

●うますぎる話は、要注意 

●その場で契約せず、十分に調査・検討する 

●一人で決めず、周りに相談する 

●簡単には泣き寝入りしない 

携帯電話の携帯電話の 

　　　取り扱いにご注意　　　取り扱いにご注意 

携帯電話の 

　　　取り扱いにご注意 

　不審なメールは、絶対に開かないことが重要です。 

 普及が目覚しく、便利で楽しい携帯電話ですが、トラブルが増加しています。 

 「無料サイトを利用したのに請求が来た」、「ショートメッセージサービス」（NTT

ドコモはショートメール、auはCメール、ボーダーフォンはスカイメール）でメー

カーを装って送られてきたメールにアクセスしたところ、出会い系サイトやアダル

トサイトなどに登録されてしまい料金を請求された」…。 

 うまい話をうたうサイトには、絶対に近づかないことです。 

 携帯電話メーカーでは、一部を除いてショートメッセージサービスを利用したか

たへのお知らせはしていませんので、メールは開かずに直接販売店またはメーカー

へお問い合わせください。 

　クーリング・オフ制度とは、消費者に一定期間契約を考え直す時間を与え、契約を解除することを

認めている制度です。 

 たとえば、訪問販売による契約の場合は、契約書などの書面を受け取った日から8日以内に書面で

通知すれば、契約を解除することができます。 

 ただし、クーリング・オフ制度が適用されない場合もありますので、詳しくは京都府消費生活科学

センター（☎075-802-3261）へお問い合わせください。 

クーリング・オフをご存知ですか 

心掛け 



平成17年６月 広報きょうたんご 

8

魅力あふれる京丹後市へ 

開
発
は
、
魅
力
的
な
こ
と
で
す
が
、
自
然
を
な
く

し
て
ほ
し
く
な
い
。
自
然
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
か

た
も
多
い
の
で
、
自
然
を
な
く
し
て
の
開
発
は
マ

イ
ナ
ス
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
大
学
を
卒
業
し
就
職
し
ま

す
が
、
丹
後
に
就
職
口
が
な
け
れ
ば
帰
っ
て
来
れ

ま
せ
ん
。
医
療
や
化
学
分
野
な
ど
の
最
先
端
技
術

に
も
目
を
向
け
て
、
就
職
の
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。 

 

京
丹
後
市
で
は
、
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
取
り

組
み
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
、
安

全
対
策
な
ど
の
た
め
河
川
の
護
岸
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
人
工
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、

自
然
が
く
ず
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

大
宮
と
峰
山
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
に
、
多
く
の
商
業

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
看
板
が
非
常
に
大
き
く
て

景
観
を
害
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
確
か
に
、
一

か
所
に
集
中
し
て
便
利
で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
が

強
調
し
す
ぎ
て
い
て
統
一
感
が
な
く
、
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
で
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ネ
オ
ン
な
ど

の
光
で
星
が
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

温
泉
が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
旅
行
会
社
と
提
携

を
結
び
、
ま
た
道
路
整
備
も
進
め
、
多
く
の
観
光

客
を
呼
べ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
不
便
で
す
し
、

料
金
が
高
い
。
ぜ
ひ
も
っ
と
便
利
で
安
く
、
で
き

れ
ば
学
生
用
の
バ
ス
な
ど
も
考
え
て
ほ
し
い
。 

 

姉
妹
都
市
を
結
ぶ
な
ど
国
際
交
流
を
進
め
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。 

 

六
町
が
合
併
し
て
「
京
丹
後
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
が
、
六
町
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
で
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
自
然
の
管
理
や
清
掃
活

動
な
ど
、
市
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ほ
し
い
。
不
法
投
棄
が
多
く
、
市
全
体
、
市

民
全
体
で
守
っ
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

田
舎
だ
か
ら
病
気
が
治
ら
な
い
の
で
は
困
る
の
で
、

医
療
機
器
の
整
っ
た
病
院
に
し
て
ほ
し
い
。 

 

市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
施
設

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
芸
術
面
で
の
支
援
が

少
な
い
気
が
し
ま
す
。 

京
丹
後
市
で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
観
客

の
マ
ナ
ー
が
悪
い
点
が
よ
く
み
か
け
ら
れ
、
は
ず

か
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
化
や
芸
術
に
接

す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
音
楽
や
芸
術
を
み
せ
て

あ
げ
る
な
ど
、
文
化
・
芸
術
面
で
人
づ
く
り
を
行

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
建

て
れ
ば
す
ぐ
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
文
化
面

は
何
十
年
も
か
け
て
育
て
て
い
く
も
の
な
の
で
、

ぜ
ひ
、
文
化
・
芸
術
に
関
す
る
整
備
や
支
援
に
力

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

総合計画に　京丹後市の未来を担う 
　　　　　　　　　　　 若者の声を　活かす 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● 

　今年秋に策定する「京丹後市総合計画」に、未来の京

丹後市を担う貴重で大切な人材である中・高校生のみな

さんの意見を反映しようと、５月中旬から６月中旬にか

けて、中山市長や市職員が峰山・網野・久美浜高等学校

および市内の９つの中学校へ出向き、生徒のみなさんと

意見を交わしています。 

　５月13日には、峰山高等学校の３年８組の41人と懇談。

教壇に立った中山市長が、市の現状や課題、また「京丹

後市の未来はみなさんが担っている」と若いみなさんへ期待する気持ちを語り、その後、「こんな京丹後市にな

ってほしい」をテーマにした意見交換では、高校生らしい活発な提言や要望が出されました。 

　みなさんからいただいた貴重なご意見をご紹介します。 
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受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
平
成
十
七
年
春
の
叙
勲
で
、
在
田
芳
弘
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
）
が
旭
日

双
光
章
を
、
小
牧
重
貴
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
）
と
、
山
本
昭
吾
さ
ん

（
峰
山
町
泉
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

山
本
昭
吾
さ
ん
（
峰
山
町
泉
）

山
本
昭
吾
さ
ん
（
峰
山
町
泉
） 

瑞
宝
双
光
章 

山
本
昭
吾
さ
ん
（
峰
山
町
泉
） 

　
小
牧
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
中
郡
奥
大
野
村
立

倉
垣
小
学
校
の
助
教
諭
と
し
て
赴
任
以
来
、
昭
和
六
十
三
年

九
月
ま
で
の
四
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
に
対
す
る

強
い
情
熱
と
豊
か
な
識
見
、
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
学
校

教
育
の
進
展
に
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま
で

は
旧
大
宮
町
の
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
、
昨
年
四
月
か

ら
七
月
ま
で
は
京
丹
後
市
教
育
委
員
会
の
教
育
委
員
長
と
し

て
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
特
に
、
図
工
指
導
方
法
の
研
究
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
郷
土
を
愛
し
て
郷
土
を
絵
に
す
る
こ
と
で
郷
土

へ
の
誇
り
を
持
た
せ
る
新
た
な
柱
立
て
を
す
る
な
ど
、
へ
き

地
教
育
の
推
進
に
多
大
に
貢
献
。
人
間
味
あ
ふ
れ
る
指
導
に

よ
り
公
教
育
の
推
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。 

　
大
宮
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
情

報
教
育
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
着
目
し
、
情
報
教
育
環
境
の

整
備
を
推
進
。
英
語
学
習
の
必
要
性
も
強
く
指
導
さ
れ
、
丹

後
地
方
で
い
ち
早
く
国
際
理
解
と
英
語
教
育
充
実
の
た
め
外

国
人
英
語
指
導
助
手

を
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

学
力
向
上
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
、
そ
の
顕

著
な
功
績
が
認
め
ら

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

小牧　重貴さん 

　
山
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま

で
の
永
き
に
わ
た
り
、
弥
栄
病
院
の
内
科
医
師
と
し
て
勤
務

さ
れ
、
そ
の
間
、
十
九
年
間
は
院
長
と
し
て
、
ま
た
在
職
中

か
ら
十
三
年
間
は
名
誉
院
長
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
に
献

身
的
に
努
め
ら
れ
、
退
職
後
も
非
常
勤
医
師
と
し
て
第
一
線

の
現
場
勤
務
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
間
、
弥
栄
病
院
を
十
四
科
二
百
四
十
八
床
の
総
合
病

院
に
拡
充
す
る
な
ど
、
地
域
医
療
の
充
実
に
大
き
く
寄
与
。 

　
ま
た
、
病
院
長
と
し
て
院
内
を
統
括
す
る
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
自
ら
進
ん
で
へ
き
地
診
療
所
の
診
察
を
担
当
さ
れ
る

な
ど
、
山
間
地
な
ど
へ
積
極
的
に
お
も
む
い
て
診
察
に
あ
た

ら
れ
、
常
に
地
域
・
在
宅
を
意
識
し
て
住
民
の
目
線
を
重
視

し
た
診
察
姿
勢
は
、
多
く
の
患
者
は
も
と
よ
り
、
他
の
医
師

や
看
護
師
な
ど
か
ら
も
支
持
さ
れ
慕
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
旧
弥
栄
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
長
寿
率
（
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
九
十
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
）

が
、
ま
た
平
成
十
年
か
ら
十
四
年
に
お
け
る
市
町
村
別
特
殊

出
生
率
が
と
も
に
近
畿
地
方
で
一
位
に
な
る
な
ど
、
地
域
の

保
健
や
福
祉
の
分
野

に
お
い
て
も
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
受
章
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

山本　昭吾さん 

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章 

在
田
芳
弘
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
）

在
田
芳
弘
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
） 

旭
日
双
光
章 

在
田
芳
弘
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
） 

　
在
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に
四
十
歳
の
若
さ
に

し
て
大
宮
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
以
来
連
続
九
期
、

合
併
ま
で
の
三
十
二
年
十
一
か
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
会
委

員
長
、
副
議
長
、
議
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
優
れ
た
見
識
と

強
い
指
導
力
に
よ
り
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
力
を
注
が
れ
ま

し
た
。 

　
特
に
、
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
の
考
え
を

基
本
に
、
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
小
学
校
統
合
の
必
要
性

を
強
く
訴
え
、
地
域
間
の
調
整
を
積
極
的
に
努
め
ら
れ
る
な

ど
教
育
振
興
に
貢
献
。
ま
た
、
地
域
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
ご
み
処
理
施
設
や
下

水
道
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
の
推
進
に
も
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
四
十
年
四
月
か
ら
平
成
元
年
三
月
ま
で
大
宮

町
体
育
協
会
副
会
長
を
、
ま
た
平
成
元
年
四
月
か
ら
平
成
十

四
年
七
月
ま
で
は
同
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
体
育
施
設

の
充
実
整
備
や
社
会
体
育
の
振
興
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

小
牧
重
貴
さ
ん

小
牧
重
貴
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
）

（
大
宮
町
奥
大
野
） 

瑞
宝
双
光
章 

小
牧
重
貴
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
） 

在田　芳弘さん 
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ウエスタンリーグ公式戦 
サーパス神戸ＶＳ福岡ソフトバンクホークス 

迫力あるプレーをたん能迫力あるプレーをたん能 迫力あるプレーをたん能 

　
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
行
楽
日
和

と
な
っ
た
四
月
二
十
三
日
・
二
十
四

日
の
両
日
、
恒
例
の
「
ウ
エ
ス
タ
ン

リ
ー
グ
公
式
戦
」（
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
開
催
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
峰

山
球
場
（
峰
山
町
荒
山
）
で
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
二
千
七
百
人

の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
同
公
式
戦
は
、
平
成
八
年
に
峰
山

球
場
が
完
成
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
ろ
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
今
年
の
対
戦
カ
ー
ド
は
「
新
生
・

パ
リ
ー
グ
」
で
新
た
に
発
足
し
た
「
サ

ー
パ
ス
神
戸
」
対
「
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
」
の
二
連
戦
。
初
日

の
試
合
で
は
、
二
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

が
飛
び
出
す
な
ど
、
ス
タ
ン
ド
を
埋

め
た
観
衆
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ

る
ゲ
ー
ム
に
大
き
な
声
援
を
贈
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
初
日
の
試
合
終
了
後
に
は
、

サ
ー
パ
ス
神
戸
の
選
手
に
よ
る
「
少

年
野
球
教
室
」
が
開
か
れ
、
市
内
の

少
年
野
球
十
八
チ
ー
ム
・
約
百
五
十

人
が
参
加
。
あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球

選
手
か
ら
グ
ラ
ブ
さ
ば
き
や
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
指
導
を
受
け
、

目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 

一投一打ごとに大きな声援が贈られました パワーとスピードあふれる真剣勝負が繰り広げられました 

あこがれのプロ野球選手を前に目を輝かせていました ペットボトルを使うなど、けがを予防する 

練習方法の指導を受けた「指導者講習会」 

平成17年６月 広報きょうたんご 

11

軽快な音を響かせ軽快な音を響かせ 第９回ラ・ノールカップ 

１位グループ 

　優　勝　どんぐり（大江町） 

　　　　　永田　和夫・上垣　幸夫 

　準優勝　福知山ノアノア（福知山市） 

　　　　　橋本　政三・西垣　　進 

　第３位　みのり（峰山町） 

　　　　　吉崎　巳祥・吉崎　宣子 

　第４位　さくら（峰山町） 

　　　　　松本　隆子・尾畑　重美 

２位グループ 

　優　勝　京都オリオン（京都市） 

　　　　　角田　俊彦・谷口　宮子 

３位グループ 

　優　勝　丹ペタ美喜（峰山町） 

　　　　　中西　喜作・松本美都子 

４位グループ 

　優　勝　ＮＡＳＡ（大宮町） 

　　　　　堀　　直隆・堀　さきみ 

（敬称略） 

ペタンクで交流ペタンクで交流 軽快な音を響かせ ペタンクで交流 
京都府北部交流大会 

決勝トーナメント結果 　
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
っ
た

四
月
二
十
四
日
、
峰
山
途
中
ヶ
丘

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
峰
山
町
長
岡
）

で
「
ラ
・
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
・
京
都

府
北
部
交
流
大
会
」
が
開
か
れ
、

ペ
タ
ン
ク
愛
好
家
が
軽
快
な
音
を

響
か
せ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
ペ
タ
ン
ク
の
普
及

と
振
興
を
図
ろ
う
と
、「
た
ん
ご
ペ

タ
ン
ク
同
好
会
」（
矢
野
千
枝
子
会

長
・
峰
山
町
杉
谷
）
の
主
催
で
年

二
回
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
本

大
会
に
は
、
京
丹
後
市
内
を
は
じ

め
、
京
都
市
や
舞
鶴
市
、
福
知
山

市
な
ど
府
内
一
円
か
ら
三
十
四
チ

ー
ム
が
参
加
。
小
学
生
か
ら
高
齢

者
の
か
た
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢

の
参
加
者
は
、
六
〜
一
〇
メ
ー

ト
ル

先
の

目
標
（
ビ
ュ
ッ
ト
）
に
向
か
っ
て
、

見
事
な
制
球
で
鉄
球
を
投
げ
合
い
、

ス
リ
ル
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム

が
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
矢
野
会
長
は
「
ペ
タ
ン

ク
は
、
年
齢
や
体
力
に
関

係
な
く
、
ど
こ
で
も
簡
単

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
大
会
は
、
秋
に
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
」
と
ペ
タ
ン
ク
の
魅

力
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
民
野
球
大
会
　
開
幕 

熱
戦
熱
戦 

交
流
交
流 

熱
戦 

交
流 

　
初
夏
の
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
く
五
月
八
日
、

学
童
か
ら
社
会
人
ま
で
が
一
堂
に
集
う
「
市
民

野
球
大
会
二
〇
〇
五
」
が
、
新
緑
ま
ぶ
し
い
峰

山
球
場
（
峰
山
町
荒
山
）
で
開
幕
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
京
丹
後
市
の
発
足
に
あ
わ
せ
昨

年
新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
京
丹
後
市
野
球
協
会
」

（
稲
葉
悦
男
会
長
）
と
、
本
年
が
設
立
五
十
周

年
と
な
る
「
京
都
軟
式
野
球
連
盟
丹
後
支
部
」

（
山
本
博
三
支
部
長
）
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
大
会
に
は
、
一
般
の
部
十
七
チ
ー
ム
、
学
童

の
部
に
は
選
抜
八
チ
ー
ム
が
参
加
。
五
月
八
日
・

十
五
日
、
ま
た
十
月
二
日
・
十
六
日
の
四
日
間

（
学
童
の
部
は
十
月
二
日
・
十
六
日
の
二
日
間
）

に
わ
た
っ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
開
か
れ
た

開
会
式
に
は
、
市
内
の
少
年
野
球
全
二
十
四
チ

ー
ム
と
社
会
人
十
七
チ
ー
ム
が
、
堂
々
の
入
場

行
進
。 

　
出
場
選
手
を
代
表
し
て
、
甲
五
会
の
岩
田
善

雄
さ
ん
が
「
全
力
で
プ
レ
ー
し
、
市
民
野
球
大

会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
る

こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
宣

誓
を
行
う
と

と
も
に
、
中

山
市
長
の
始

球
式
に
よ
り
、

熱
戦
の
火
ぶ

た
が
切
ら
れ

ま
し
た
。 

力強い選手宣誓を行った 

　甲五会　岩田善雄さん 

出場全チームがそろい 

　　　盛大に行われた開会式 

開
会
式
直
後
か
ら 

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 

ス
リ
ル
あ
る
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た 
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表２：21世紀中に発生すると考えられる現象 

 

気温 

 

 

降水量 

 

 

極端な 

気候現象 

 

モンスーン 

 

雪氷 

 

海面水位 

地球全体の平均気温が1990年に比べて約1.4～5.8度上昇 

海域よりも陸域で早く気温が上昇し、北半球の高緯度で顕著に気温が上昇。

特に北米の北部、アジアの北部と中央部で顕著であり、一方アジア南部・

南東部、南米の南部では小さな上昇幅 

北半球中高緯度域や南極で冬の降水量が増加 

低緯度の陸地では増加する地域と減少する地域の両方があり、増加する地

域では降水量の変動が大きくなる 

ほとんどすべての陸域で最高気温が上昇し、暑い日が増加 

ほとんどすべての陸域で最低気温が上昇し、寒い日、霜が降りる日が減少 

集中豪雨が増加 

大陸で乾燥しやすくなり、干ばつの危険性が増加 

熱帯低気圧の最大風速、平均降水量、最大降水量が増大 

アジアの夏のモンスーン（梅雨）の降水量の変動が大きくなる 

北半球の積雪・海氷域はさらに縮小 

氷河の広範囲にわたる後退が続き、永久凍土の融解がすすむ 

南極の氷の量は降水量が増えるため増加。北極圏の氷は降水量より流出量

が多いため減少 

海水の熱膨張と氷河の流出によって、平均海面水位は９～88㎝上昇 

表１：地球温暖化の影響と思われる現象 

 

 

平均気温 

 

 

 

 

雪氷 

 

 

海 

 

雨 

 

雲 

異常気温 

干ばつ 

地球全体の平均気温が過去140年間で約0.75度上昇 

過去1,000年間で、20世紀の気温の上昇はどの世紀よりも大きく、また1990年代は最

も暖かい10年間であり、1998年は最も暖かい年だった 

平均すると過去約50年間で、陸上の夜間の最低気温は約１度上昇し、陸上の日中の

最高気温は約0.5度上昇 

1960年代後期以降、積雪面積が約10％減少 

北半球の湖沼や川が氷で覆われる日数が約２週間減った 

極地以外の地域では、山岳氷河の後退が広範にみられた 

北半球の春夏の海氷面積は、1950年代以降約10～15％減少。また、秋の北極の海氷

の厚みは約40％減少した可能性が高い 

20世紀に平均海面水位は、10～20㌢上昇 

1950年代以降、海洋の表層水温が上昇 

降水量は、北半球の中高緯度域や熱帯では増加し、亜熱帯においては減少 

20世紀後半、北半球の中高緯度域では、大雨の発現ひん度が増加 

著しい多雨が発生した地域は若干増加 

20世紀中に中高緯度の雲量は増加 

1950年代以降、極端な低温の発現ひん度は減少し、極端な高温の発現ひん度は若干

増加 

20世紀に厳しい干ばつが発生した地域は若干増加 

※これまで地球温暖化の影響がみられない事例 

気温 

雪氷 

低気圧 

主に南半球の海洋や南極大陸の一部では、この数十年温暖化していない 

南極の海氷面積は、この数十年変化していない。 

熱帯低気圧（台風）や温帯低気圧の強さや発生ひん度は、20世紀において変化した

傾向は見られない 

シリーズシリーズ 

地球温暖化防止②地球温暖化防止② 

シリーズ 

地球温暖化防止② 

こ
れ
ま
で
に
現
れ
た
影
響
は
？ 

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？ 

                  

前
回
は
、
地
球
温
暖
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
そ
の
原
因
と
な
る
物
質

が
何
な
の
か
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ

て
ど
ん
な
こ
と
が
発
生
し
、
そ
れ

が
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

    

人
類
が
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
を
大
量
に
利
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
約
二
百
五
十
年

が
経
ち
、
大
量
消
費
に
よ
っ
て
大

気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
を
加

速
度
的
に
上
昇
さ
せ
て
き
た
結
果
、

表
１
の
よ
う
に
、
地
球
の
大
部
分

で
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
台
風
の
発
生
回
数
や

南
極
の
氷
床
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
温
暖
化
の
影
響
は
見
出
せ

な
い
よ
う
で
す
。 

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

世
界
の
科
学
者
た
ち
が
ま
と
め

た
公
式
報
告
書
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
）

に
よ
る
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は
一
・

四
〜
五
・
八
度
も
気
温
が
上
が
り
、

九
〜
八
八
㌢
も
海
面
が
上
昇
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ

ら
い
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て

観
測
史
上
最
大
の
熱
波
が
襲
っ
た

年
で
も
、
年
間
平
均
気
温
は
平
年

よ
り
一
度
高
か
っ
た
だ
け
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
で
は
、

二
十
一
世
紀
中
に
発
生

す
る
と
思
わ
れ
る
現
象

に
つ
い
て
、
表
２
の
と

お
り
予
測
し
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
北
米
や
ロ
シ
ア
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
高
緯
度
の
地
域

で
は
、
冬
季
の
気
温
が
高
く
な
り

降
雪
量
が
減
る
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア

の
永
久
凍
土
地
帯
が
肥
よ
く
な
農

地
に
な
る
な
ど
好
影
響
が
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
表
３
の
よ
う
な
、
自
然

環
境
や
人
間
社
会
に
重
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
事
態
が
多
く
発
生
す

る
と
考
え
ら
れ
、
圧
倒
的
に
マ
イ 
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表３：温暖化のもたらす影響 

 1978年　ヒマラヤの氷河 

減少 
➡

 1998年　ヒマラヤの氷河 

 

 

 

 

自然環境への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間社会への影響 

森林 

草地 

湿地 

 

生物 

海洋 

沿岸 

河川 

 

健康 

 

 

 

農林水産業 

 

 

 

 

その他 

植生の分布が南方系に変化し、一部の種が絶滅する 

草原の分布や種の変換が発生し、一部の種が絶滅する 

乾燥する地域では、なくなったり狭くなる 

降水量の増加する地域では拡大 

高山性の種や孤立した地域で生存する種が絶滅する 

越冬する生物が増加 

海流の循環システムが変動 

水没や侵食により沿岸部の陸地が減少 

乾燥する地域では、流量が減少 

降水量が増える地域では、流量が大きく増加 

熱中症患者が増加 

熱帯性伝染病の発生範囲が拡大 

越冬した蚊やハエなどの増加により、動物が媒介する感染症が増加 

病虫害の増加、気象の変化などにより農業被害が拡大 

穀物生産量は、中～高緯度地域で増加し、熱帯および亜熱帯地域で減少 

米の収穫量は北日本で増え、西・南日本では減少 

樹木の種が変わり、林業被害を受ける可能性がある 

海流の変動、海洋表層温度の上昇により漁獲量や漁獲種が変化 

冬季のエネルギー需要が減り、夏季のエネルギー需要が増加 

悪影響に対処できる資金力・技術力のある国（先進国）とない国（発展

途上国）の格差が拡大 

土地財産の消失、高潮発生リスクの増大、淡水資源への塩水の浸入など

沿岸域住民の生活に支障が発生 

高冷地や沿岸地の観光資源の消失 

温
暖
化
を
止
め
ら
れ
る
？ 

ナ
ス
面
の
方
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

丹
後
で
も
、
冬
が
暖
か
く
雪
が

少
な
く
な
る
な
ど
よ
く
な
る
面
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
京
丹
後
市

の
貴
重
な
宝
で
あ
る
ブ
ナ
林
は
温

暖
化
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
鳴
き

砂
も
一
部
が
浸
食
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
と
な
り
の
宮
津

市
で
は
天
橋
立
が
や
せ
細

っ
て
し
ま
い
美
し
い
松
並

が
哀
態
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

産
業
面
で
は
、
農
作
物

に
病
虫
害
や
気
候
変
動
に

よ
る
生
育
へ
の
影
響
が
発

生
す
る
で
し
ょ
う
し
、
海

に
近
い
場
所
に
あ
る
農
地

で
は
大
規
模
な
塩
害
対
策

が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
で
は
、

海
産
物
漁
場
が
移
動
す
る

な
ど
、
自
然
に
密
着
し
た

第
一
次
産
業
は
特
に
大
き

な
打
撃
を
受
け
る
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

同
様
に
、
海
水
浴
場
の

砂
浜
が
狭
く
な
っ
た
り
、

ス
キ
ー
場
に
雪
が
積
も
ら

な
く
な
る
な
ど
観
光
資
源

が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

    

い
っ
た
ん
大
気
中
に
放

出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
一
部
は
、
五
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
大
気
中
に
残
留
し
続
け
、
海

水
の
熱
膨
張
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

の
氷
床
が
溶
け
る
こ
と
に
よ
る
海

面
水
位
の
上
昇
は
、
数
百
年
〜
数

千
年
間
続
く
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

も
う
手
遅
れ
に
な
っ
て

い
る
部
分
も
多
く
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
私
た
ち
が

今
す
ぐ
に
防
止
対
策
を

は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

悪
影
響
の
発
生
時
期
を

遅
ら
せ
た
り
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

残
念
な
が
ら
現
実
に
は

、

温
暖
化
防
止
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

は
じ
め
て
か
ら
約
十
五

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
間
に
具
体
的
な
対

策
は
あ
ま
り
進
ま
ず
、

そ
の
た
め
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
は
、
増
加

し
続
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

今
年
よ
う
や
く
「
京

都
議
定
書
」
が
発
効
し

ま
し
た
が
、
議
定
書
が

発
効
し
た
だ
け
で
温
暖

化
防
止
対
策
が
進
む
わ

け
で
は
な
く
、
本
当
に
大
切
な
の

は
、
今
す
ぐ
に
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
生
活
を
見
直
し
て
み
て
、
生

活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
で
す
。 

 

 
次
回
は
、
京
都
議
定
書
で
何
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
内

容
を
報
告
し
ま
す
。 

 



乳がん自己検診の方法乳がん自己検診の方法 

平成17年６月 広報きょうたんご 

14

　 

　専門分野 

　　乳腺消化器外科 

 

 

　日本外科学会 

　　　　認定医・指導医 

　消化器外科学会認定医 

　日本小児外科学会会員

日本乳がん学会会員 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 〜
こ
れ
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
〜

〜
こ
れ
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
〜 

〜
こ
れ
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
〜 

乳がん自己検診の方法乳がん自己検診の方法 乳がん自己検診の方法 

　
日
本
に
お
け
る
女
性
の
乳
が
ん
の

発
生
率
は
、
欧
米
に
比
べ
る
と
約
四

分
の
一
と
、
比
較
的
低
い
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
日
本
で

も
乳
が
ん
の
発
生
率
・
死
亡
者
数
が

年
々
増
加
し
、
年
間
三
万
五
千
人
の

女
性
が
乳
が
ん
に
か
か
り
、
約
一
万

人
の
か
た
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

が
ん
検
診
を
受
け
て
「
よ
か
っ
た
」

と
思
う
た
め
に
は
、
早
く
に
見
つ
か

っ
て
、
早
く
に
治
療
を
受
け
、
有
益

な
結
果
が
で
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

乳
が
ん
検
診
は
、
最
近
ま
で
視
触

診
単
独
法
と
言
わ
れ
る
、
医
師
に
よ

る
触
っ
て
見
て
診
察
す
る
方
法
で
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

の
統
計
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
の
視
触

診
単
独
法
で
は
、
死
亡
率
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
欧

米
で
は
、
従
来
か
ら
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

に
よ
る
検
診
が
行
わ
れ
て
お
り
、

統
計
的
に
死
亡
率
の
減
少
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
死

亡
率
減
少
効
果
の
研
究
結
果
は
で
て

い
ま
せ
ん
が
、
海
外
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
、
ま
た
放
射
線
被
爆
、
乳
が

ん
の
年
齢
分
布
な
ど
を
考
慮
し
て
、

四
十
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と
し
て
、

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
併
用

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

検
診
で
「
し
こ
り
」
な
ど
の
異
常

が
見
つ
か
れ
ば
、
細
い
注
射
針
を
刺

し
て
細
胞
を
と
っ
て
調
べ
た
り
（
せ

ん
刺
吸
引
細
胞
針
）
、
ま
た
太
い
針

を
刺
し
て
「
し
こ
り
」
の
一
部
の
組

織
を
採
取
（
針
生
検
）
す
る
な
ど
で
、

さ
ら
に
多
く
の
情
報
を
得
て
、
病
理

検
査
で
最
終
結
果
を
得
ま
す
。
早
く

見
つ
か
れ
ば
、
負
担
の
少
な
い
手
術

で
治
り
や
す
く
、
治
療
が
遅
く
な
れ

ば
大
き
な
手
術
で
も
治
り
に
く
く
な

り
ま
す
。 

 

弥
栄
病
院
で
も
、
今
年
度
中
に
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
の

検
診
体
制
を
整
え
る
方
針
で
す
が
、

ま
ず
は
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
月
一

回
は
自
分
の
乳
腺
を
触
っ
て
自
己
検

診
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

三
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
乳
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

弥栄病院 

　大西　慧院長 

◆
小
さ
く
痛
み
の
な
い
し
こ
り
で
も
、
心
が
け
し
だ
い
で
早

期
に
発
見
で
き
ま
す
。 

◆
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
毎
月
自
己
検
診
の
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。 

◆
少
し
で
も
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
専
門

医
（
総
合
病
院
で
は
外
科
）
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

鏡の前で見てみる鏡の前で見てみる お風呂で触ってみるお風呂で触ってみる 

　両手を上げた状態と、下げ

た状態で左右の乳房の形に変

化がないか見てみましょう。

（左右の胸の大きさ、皮膚の

くぼみ、ひきつれ、乳頭のた

だれなど） 

　体がぬれた状態で石けんを

指先につけ、指の腹を胸に押

しつけながら乳房に小さな

「の」の字を書くように触り、

しこりがないか調べます。ま

た、わきの下もしこりがない

か調べます。 

 最後に乳首から分泌物（特

に血液）がないか調べます。 

　あお向けに寝て、バスタオ

ルなどをたたみ背中の下に入

れます。 

 片方の腕を頭の下に置き、

もう片方の３本の指の腹で、

乳房を肋骨に触れるくらいの

強さで、脇から乳房に向けて

すべらせたり、乳頭を中心に

円を描くようにすべらせ、し

こりがないか調べます。また、

乳頭をつまみ、分泌物がない

か調べます。 

あお向けになって触ってみるあお向けになって触ってみる 鏡の前で見てみる お風呂で触ってみる あお向けになって触ってみる 

乳がんの年齢分布 
（国立がんセンター調べ） 

手術時年齢

率（％）

40
35
30
25
20
15
10
5
0

30歳以下
 1

31歳−40歳
 13

41歳−50歳
 36

51歳−60歳
 25

61歳−70歳
 14

71歳以上
 5

こんにちは！保健師ですこんにちは！保健師です
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　上記の中で、②と⑦を男女別にみて

みましょう。  

 「男は仕事、女は家庭」という固定

的な考え方に抵抗を感じると答えたか

たは、男性で63％、女性では71％と

なっています。   

 なかでも、非常に抵抗を感じると答

えた女性は、男性の倍の数となってい

ます。   

 また、その一方で、「女性が結婚し

ないで仕事に専念すること」に対して

抵抗を感じているかたは、約５割に達

する結果となっています。   

 「女は家庭」という考え方に抵抗を

感じながらも、女性が仕事に専念する

ことに対して抵抗を感じるという矛盾

したものになっています。 

　８項目の中で、「非常に抵抗を感じる」と「少し抵抗を感じる」をあわせた回答が最も多かったのは、

女（男）だから、女（男）のくせにといった言い方、考え方となっています。 

　逆に、「抵抗は感じない」との回答が80％を超えたのは、結婚して夫の姓を名乗ることとなっています。 

住民意識調査住民意識調査 住民意識調査 
　本紙５月号で掲載しました「男女平等の現状」をふまえて、今回は男女平等の意識についてご紹介します。 

男女平等に関する 

意識について 
次の事柄についてどのように感じますか Ｑ 

　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

　
男女

共同参画社会を目指して

非常に抵抗を感じる 

少し抵抗を感じる 

抵抗は感じない 

わからない 

無回答 

非常に抵抗を感じる 

少し抵抗を感じる 

抵抗は感じない 

わからない 

無回答 

男は仕事、女は家庭といった考え方 

女性が結婚しないで仕事に専念すること 

21.9
11.3

31.8

38.1
45.2

6.3
7.5

2.0
4.3

4.3
1.7

1.7
2.3

23.0
32.4

39.7

31.3
16.8

46.9

31.8

男性　　　女性 

男性　　　女性 

24.124.124.1 51.0 20.520.520.5

25.125.125.1

21.5

33.233.233.2 33.2

81.081.081.07.3

13.813.813.8

15.715.715.7

29.929.929.9 35.7 21.421.421.4 9.29.29.2 3.8

31.8 42.042.042.0 6.96.96.9 3.5

25.7 39.139.139.1 13.013.013.0 8.5

2.12.12.1 5.65.65.6 4.1

19.219.219.2 3.53.53.5 3.9

6.46.46.4 66.366.366.3 3.32.42.42.4

1.91.91.9 3.4

3.01.51.51.5

42.6 27.027.027.0

20% 40% 60% 80% 100%0%

①女（男）だから、女（男）のくせにといった言い方、考え方 

②男は仕事、女は家庭といった考え方 

③女の子は女らしく、男の子は男らしく育てること 

④亭主関白な男性 

⑤結婚して夫の姓を名乗ること 

⑥結婚して妻の姓を名乗ること 

⑦女性が結婚しないで仕事に専念すること 

⑧離婚すること 

非常に抵抗を感じる　　　少し抵抗を感じる　　　抵抗は感じない 

わからない　　　　　　　無回答 
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か
ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り 

　
水
と
緑
の
や
す
ら
ぎ
の
郷
と
し

て
、
多
く
の
か
た
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
か
ぶ
と
山
公
園
で
、
毎
年

開
か
れ
て
い
る
「
か
ぶ
と
山
公
園

ま
つ
り
」
は
今
年
で
十
六
回
目
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
か
ぶ
と
山
の
素

晴
ら
し
さ
を
町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
平
成
二
年
か
ら
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
雲
ひ
と
つ

な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
行

楽
客
が
訪
れ
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
イ

ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
会
場
に
な
っ

た
第
一
キ
ャ
ン
プ
場
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
久
美
の
浜
子
供
太

鼓
の
演
奏
や
、
地
元
中
高
生
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
が
披
露
さ
れ
会
場
を
沸
か
せ

た
ほ
か
、
ミ
ル
ク
缶
玉
入
れ
競
争

や
ま
ち
の
特
産
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
グ
ル
ー
プ
が
出
店

し
た
う
ど
ん
や
焼
そ
ば
な
ど
の
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
名
物
料

理
「
茶
が
ゆ
」
が
無
料
で
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。 

 

か
ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り
は
、
準
備

か
ら
運
営
ま
で
、
久
美
浜
一
区
、

甲
山
、
神
崎
で
構
成
す
る
「
か
ぶ

と
山
園
地
管
理
組
合
」
と
地
元
と

の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一

人
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

地
域
が
元
気
に
な
り
、
地
域
全
体

が
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

一
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

　
浜
公
園
で
行
わ
れ
た
「
一
万
人

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、

約
百
八
十
店
鋪
が
出
店
。
衣
料
品

や
靴
を
は
じ
め
、
陶
器
や
食
品
な

ど
多
彩
な
商
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
約
二
万
三
千

人
の
来
場
者
が
掘
り
出
し
物
を
探

し
な
が
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
三
連
休
の
初
日
と
な
っ
た
五
月
三
日
、
和
・
輪
・
話
の
三
つ
の
「
わ
」

を
テ
ー
マ
に
、
人
と
人
と
の
交
流
や
地
域
と
地
域
の
交
流
を
目
的
と

し
た
「
く
み
は
ま
交
流
わ
・
わ
・
わ
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
来
場
者
数
は
、
か
ぶ
と
山
公
園
で
行
わ
れ
た
「
か
ぶ
と
山
公
園
ま

つ
り
」
に
約
五
千
人
、
浜
公
園
で
行
わ
れ
た
「
一
万
人
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
に
約
二
万
三
千
人
を
記
録
。
二
会
場
で
約
二
万
八
千
人

の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。 

２
会
場
で
２
万
８
千
人

２
会
場
で
２
万
８
千
人 
２
会
場
で
２
万
８
千
人

２
会
場
で
２
万
８
千
人 
２
会
場
で
２
万
８
千
人 
く
み
は
ま
交
流
わ

く
み
は
ま
交
流
わ（
和
）

（
和
）・
わ（
話
）

（
話
）・
わ（
輪
）

（
輪
）ま
つ
り

ま
つ
り 
く
み
は
ま
交
流
わ（
和
）・
わ（
話
）・
わ（
輪
）ま
つ
り 

5月3日 

天気もよく、家族連れなど多くの行楽客でにぎわったかぶと山公園

まつり 

長蛇の列ができた地元有志による模擬店 

多彩な商品が会場に所せましと並べられたフリーマーケ

ット（浜公園） 
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昭
和
二
年
三
月
七
日
に
発
生
し

た
丹
後
大
震
災
の
教
訓
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
建
設
さ
れ
た
「
丹
後

震
災
記
念
館
（
峰
山
町

室
）
」
が
こ
の
た
び
、

京
都
府
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
館
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
二

階
地
下
一
階
建
て
。
建

築
面
積
は
、
五
二
六
・

一
六
平
方
メ
ー

ト
ル

、
延
べ
床

面
積
は
七
一
一
・
八
八

平
方
メ
ー

ト
ル

。
建
物
は
、
平

面
は
Ｔ
字
型
で
、
正
面

は
二
階
建
て
に
車
寄
せ

が
取
り
付
き
、
背
面
側

は
武
道
場
（
元
講
堂
）、
祭
壇
が
あ

り
ま
す
。
外
観
は
、
窓
の
開
口
を

極
力
抑
え
た
簡
素
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
直
後

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
構
造
と
と
も
に

耐
震
性
能
を
考
慮
し
、
震
災
発
生

か
ら
三
年
後
の
昭
和
五
年
三
月
七

日
に
竣
工
し
ま
し
た
。 

　
建
物
の
設
計
は
、
震
災
復
興
の

た
め
府
峰
山
出
張
所
に
京
都
府
技

師
（
当
時
）
と
し
て
赴
任
し
た
一

井
九
平
さ
ん
。
一
井
さ
ん
は
、
震

災
記
念
館
を
は
じ
め
、
峰
山
小
学

校
の
本
館
も
設
計
。
出
張
所
が
閉

鎖
さ
れ
る
昭
和
四
年
三
月
ま
で
復

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
指
定
は
、
府
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
く
も
の
で
、
指
定

の
理
由
を
府
は
、「
防
災
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
る
昨
今
、
当
初
の
建

築
目
的
で
あ
る
丹
後
大
震
災
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
改

め
て
見
直
し
、
今
後
保
存
が
図
ら

れ
る
べ
き
建
造
物
で
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
内
の
府
指
定
有
形
文

化
財
（
建
造
物
）
は
、
今
回
指
定

さ
れ
た
丹
後
震
災
記
念
館
の
ほ
か
、

「
売
布
神
社
本
殿
（
網
野
町
木
津
）」、

「
神
谷
神
社
本
殿
・
参
考
館
（
久
美

浜
町
新
町
）」が
あ
り
ま
す
。 

　
四
月
二
十
四
日
、
網
野
町
島
津

連
合
区
（
糸
井
貢
連
合
区
長
）
と

網
野
連
合
区
（
坪
倉
武
雄
連
合
区

長
）
で
、
長
寿
を
祝
う
「
長
寿
激

励
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
島
津
勤
労
者
と
子
供
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
島
津
連
合
区
の
「
長

寿
激
励
会
」
に
は
、
島
津
、
仲
禅

寺
両
区
に
お
住
ま
い
の
数
え
年
で

七
十
五
歳
以
上
の
か
た
が
招
待
さ

れ
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
が
「
み

な
さ
ま
に
は
、
仕
事
や
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
じ
京
丹
後
の
環
境
や

文
化
を
守
り
豊
か
に
育
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
一
人
と
し

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と

永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
へ
の
感
謝

と
長
寿
の
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
か
ら
長
寿
（
九
十
九

歳
以
上
）
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
、

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
の
か
た
そ
れ

ぞ
れ
に
お
祝
の
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

　
式
典
後
は
、
会
食
を
楽
し
み
な

が
ら
歌
謡
シ
ョ
ー
や
コ
マ
を
使
っ

た
池
田
た
か
し
さ
ん
の
曲
芸
な
ど
、

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
。

招
待
者
の
か
た
は
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
日
に
網
野
公
民
館
で

行
わ
れ
た
網
野
連
合
区
長
寿
激
励

会
で
は
、
式
典
後
、
網
野
神
楽
保

存
会
が
「
長
寿
激
励
神
楽
舞
」
を

披
露
。
こ
の
ほ
か
に
も
踊
り
や
、

地
元
有
志
に
よ
る
寸
劇
な
ど
趣
向

を
こ
ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、
招

待
者
は
大
喜
び
で
し
た
。 

　
網
野
町
で
は
、
四
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
地
区
ご
と
に
敬
老
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
一
方
、
四
月
二
十
九
日
、
久
美

浜
町
で
は
、
各
小
学
校
の
体
育
館

な
ど
を
会
場
に
、
町
内
各
地
区
で

地
区
区
長
会
主
催
の
敬
老
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
招
待
さ
れ
た
の
は
、

七
十
歳
以
上
の
か
た
で
、
趣
向
を

こ
ら
し
た
楽
し
い
催
し
に
大
き
な

拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。 

網
野
・
久
美
浜
で
敬
老
会 

楽
し
い
催
し
で
長
寿
祝
う

楽
し
い
催
し
で
長
寿
祝
う 

楽
し
い
催
し
で
長
寿
祝
う

楽
し
い
催
し
で
長
寿
祝
う 

楽
し
い
催
し
で
長
寿
祝
う 

府指定有形文化財に指定 府指定有形文化財に指定 
丹後震災記念館 

市長からお祝の品を贈呈（網野公民館） 

楽しい催しに大喜びのお年寄り（佐濃小学
校体育館） 

峰山の市街地を見おろす高台に立つ 

　　　　　　　丹後震災記念館（峰山町室） 
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市
内
十
四
人
の
か
た
を

市
内
十
四
人
の
か
た
を 

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
に

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
委
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
委
嘱 

市
内
十
四
人
の
か
た
を 

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
委
嘱 

権現山を清掃権現山を清掃 
峰
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

峰
山
高
等
学
校 

峰
山
中
学
校
　
　
合
同
で 

ハイキングシーズンを前にハイキングシーズンを前に 
権現山を清掃 

ハイキングシーズンを前に 

総合型地域スポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ 
（仮称）（仮称）網野スポーツクラブ設立準備委員会　発足網野スポーツクラブ設立準備委員会　発足 
総合型地域スポーツクラブ 
（仮称）網野スポーツクラブ設立準備委員会　発足 

　
本
格
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

五
月
八
日
、
「
峰
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」（
平

田
富
義
会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
、
峰
山
高
等
学

校
と
峰
山
中
学
校
の
生
徒
と
と
も
に
、
権
現
（
ご

ん
げ
ん
）山（
峰
山
町
吉
原
・
標
高
一
八
一
メ
ー

ト
ル

）で

清
掃
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
活
動
は
、
社
会
奉
仕
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
「
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
百
周
年
を
記
念
し
た
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
約
八
十
人
が
参
加
。 

　
参
加
者
は
、
権
現
山
の
中
腹
か
ら
山
頂
に
か

け
て
、
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
な
ど
に
よ
り
例

年
の
倍
以
上
の
量
と
な
っ
た
落
ち
葉
や
泥
を
、

ス
コ
ッ
プ
や
く
ま
手
で
か
き
集
め
、
ま
た
桜
の

苗
木
二
十
本
も
植
樹
す
る
な
ど
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
自
衛
官
の
効
果
的
な
募
集
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
内

の
十
四
人
の
か
た
を
「
自
衛
官
募
集
相
談
員
」
と
し
て
京

丹
後
市
と
自
衛
隊
京
都
地
方
連
絡
部
か
ら
委
嘱
し
ま
し
た
。 

　
「
自
衛
官
募
集
相
談
員
」
と
は
、
地
元
と
自
衛
隊
の
架

け
橋
と
し
て
、
学
校
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
の
自

衛
官
募
集
を
は
じ
め
、
情
報
提
供
活
動
や
自
衛
官
を
志
す

か
た
た
ち
の
相
談
、
入
隊
者
の
か
た
へ
の
激
励
や
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

藤村　　昇 

松本　信之 

石河良一郎 

高杉　鉄男 

安達　健一 

酒井　博道 

松尾　信介 

吉岡　征男 

塩谷　良樹 

中村　忠勝 

坪倉　義美 

平田　祐志 

中井　　勇 

原　　　久 

峰山町荒山 

峰山町久次 

大宮町善王寺 

大宮町口大野 

網野町網野 

網野町浜詰 

網野町掛津 

網野町木津 

丹後町久僧 

丹後町間人 

弥栄町鳥取 

弥栄町堤 

久美浜町 

久美浜町十楽 

自衛官募集相談員 
（敬称略） 

　現在進めています「京丹後農業振興地域整備計画

（新計画）」の策定作業に伴い、現在の農業振興地域

整備計画（各旧町の計画）における農振農用地の用

途変更希望申出（農作業場などの農業用施設を建設

するための変更申出）は、６月30日（木）をもって

締め切りますので、ご了承ください。（７月１日以降、

新計画が策定されるまで変更手続きはできません） 

　なお、住宅などの建設を行うための変更希望申出

（農用地区域からの除外申出）は、既に締め切って

います。 

「農振農用地の用途変更希望申出」 
締め切りについて 

　いつでも、どこでも、だれでもが気軽にスポーツ

に親しめる環境を整備するため、文部科学省が全国

での展開を図る「総合型地域スポーツクラブ」を、

網野地域で平成19年２月に設立しようと、「（仮称）

網野スポーツクラブ設立準備委員会」がこのたび発

足しました。 

　「総合型地域スポーツクラブ」とは、子どもから

高齢者、障害者のかたなど、スポーツを愛好するさ

まざまなかたが、住んでいる地域を中心に、いつで

も、どこでも、だれでもがスポーツに参加できる地

域ぐるみの「スポーツクラブ」で、市内では、久美

浜地域に続いて設立をめざすものです。 

　同委員会は、市体育協会網野支部の役員や体育指

導委員、高等学校の教員のかたなどで組織。 

　５月12日に開かれた初会合では、市体育協会網野

支部副支部長で同準備委員会委員長の小石原正志さ

んが「スポーツが活発になるように、意義のある委

員会としていきたい」とあいさつ。同クラブの特徴

や、期待され

る効果につい

て説明を受け

るとともに、

今後の取り組

みについて話

し合われまし

た。 
平成19年２月の設立に向け、 
今後さらに検討が進められます 
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下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします大きな役割を果たします 

下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします 

豊かな自然環境を守る 
　下水道シリーズ 

下水道　利用者の声 

　
　
　
　
　
　
　
　
丹
後
町
　
男
性 

　
田
舎
の
代
名
詞
は
、
「
ボ
ッ
ト
ン

便
所
」
で
す
。 

　
私
は
去
年
、
京
丹
後
市
民
に
な
り

ま
し
た
が
、
ト
イ
レ
は
田
舎
の
ま
ま

取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
両
隣
さ
ん
が
、
下
水
設
備
に
さ
れ

た
の
を
機
に
、
我
が
家
も
去
年
七
月
、

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
た
。 

　
水
洗
ト
イ
レ
の
毎
日
の
利
用
は
、

超
快
適
。
「
も
っ
と
早
く
下
水
設
備
を

設
置
、
接
続
し
て
い
れ
ば
」
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
の
専
門
学
校

生
の
長
男
が
、
丹
後
に
帰
り
や
す
い

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

　
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の

こ
ろ
、
間
人
漁
港
内
で
岩
間
に
釣
り

糸
を
た
れ
る
と
、
ギ
ン
ボ
や
カ
サ
ゴ
、

ザ
ン
コ
（
ハ
ゼ
の
一
種
）
が
よ
く
釣

れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
間
人
漁

港
内
で
魚
が
釣
れ
ま
せ
ん
。
魚
が
い

ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
洗
剤
や
洗
濯
泡
が

排
水
溝
か
ら
間
人
漁
港
へ
流
入
す
る

た
め
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
特
に
、
日
曜
日
な
ど
は
、
方
々
か

ら
洗
濯
泡
が
連
な
っ
て
漂
い
ま
す
。 

　
下
水
道
＝
水
洗
ト
イ
レ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
下
水
道
に
よ
り
生
活

排
水
か
ら
川
や
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
網
野
町
　
女
性 

　
こ
ん
な
田
舎
に
、
下
水
道
が
で
き

る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
に
、

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ど
う

に
か
私
も
、
下
水
道
に
接
続
し
て
、

本
当
に
快
適
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、

汲
み
取
り
式
の
便
槽
の
量
を
心
配
し

な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
し
、
気
が

つ
い
た
ら
便
槽
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
、
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
気
に
し
な
く
て
も
よ

く
な
り
、
本
当
に
楽
で
す
。
年
を
と

っ
て
く
る
と
、
汲
み
取
り
の
和
式
で

は
足
が
痛
く
、
ま
た
冬
に
な
る
と
寒
く
、

困
っ
た
も
の
で
し
た
。
洋
式
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
に
し
た
と
こ
ろ
、
暖
か
く
、

温
水
で
洗
浄
で
き
、
汚
水
も
気
持
ち

よ
く
流
せ
ま
す
。
洋
式
で
す
か
ら
、

ト
イ
レ
に
入
る
の
が
苦
に
な
ら
ず
、

ほ
っ
と
す
る
空
間
で
す
。 

　
下
水
道
に
す
る
と
、
水
道
代
が
高

く
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
金
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
下
水
道
工
事
に
多
少
費

用
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
き
れ
い
な

環
境
、
ま
た
快
適
な
暮
ら
し
を
考
え

れ
ば
、
接
続
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

 　 　
公
共
下
水
道
は
、
河
川
の
水
質
浄
化
や
水
環
境

の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
供
用

を
開
始
し
た
地
域
の
み
な
さ
ん
が
公
共
下
水
道
へ

接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
今
回
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
ま
で
の
過
程

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
下
水
道
工
事
に
先
立
ち
、
工
事
に
必
要
な
測
量

調
査
設
計
を
行
い
ま
す
。 

　
下
水
道
工
事
の
際
に
設
置
し
ま
す
公
共
汚
水
ま

す
の
位
置
を
決
め
る
た
め
、
市
が
み
な
さ
ん
の
公

共
汚
水
ま
す
の
設
置
位
置
を
確
認
す
る
た
め
の
調

査
を
行
い
ま
す
。 

　
調
査
に
基
づ
き
、
下
水
道
管
・
公
共
汚
水
ま
す

な
ど
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
工
事
完
了
後
、
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

　
排
水
設
備
工
事
の
確
認
申
請
に
あ
わ
せ
て
、
受

益
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
市
に
受
益
者
申
告
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
下
水
道
使
用
開
始
後
に
は
、

申
告
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
い
た
受
益
者
分
担
金
の

賦
課
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

　
下
水
道
の
供
用
開
始
後
、
受
益
者
の
み
な
さ
ん

に
は
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
工
事
完
了
後
、
下
水

道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

工
事
測
量
調
査
設
計

工
事
測
量
調
査
設
計 

工
事
測
量
調
査
設
計 

公
共
汚
水
ま
す
設
置
調
査

公
共
汚
水
ま
す
設
置
調
査 

公
共
汚
水
ま
す
設
置
調
査 

下
水
道
工
事

下
水
道
工
事 

下
水
道
工
事 

受
益
者
申
告

受
益
者
申
告 

受
益
者
申
告 

排
水
設
備
工
事

排
水
設
備
工
事 

排
水
設
備
工
事 
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市
の
原
発
に
対
す
る
姿
勢
を
は
っ

き
り
と 

　
市
長
の
原
発
に
つ
い
て
の
議
会
で
の
発
言

は
、
市
民
に
は
全
く
市
長
の
ス
タ
ン
ス
が
理

解
で
き
ま
せ
ん
。賛
成
か
反
対
か
、推
進
す
る

の
か
し
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
言
う
べ
き
で

す
。 

　
原
発
に
つ
い
て
姿
勢
を
は
っ
き
り
し
て
く

だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

地
域
振
興
計
画
と
あ
わ
せ
て
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
ま
す 

　
原
発
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
国
の
原
発
政

策
を
否
定
す
る
立
場
で
は
な
く
、
国
全
体
と

し
て
の
推
進
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、本
市
は
、豊
か
で
さ
ま
ざ
ま
に
魅
力

的
な
自
然
環
境
を
有
し
て
お
り
、
今
後
は
ま

す
ま
す
、環
境
の
魅
力
、恵
み
を
通
し
て
市
民

も
本
市
を
訪
れ
る
人
も
癒
さ
れ
る
空
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
に
は
原
発
は

な
じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
久
美
浜
町
蒲
井
地
区
に
原
発
建
設
の
環
境

事
前
調
査
の
申
し
入
れ
が
さ
れ
て
今
年
で
三

十
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
大
変
長
く

重
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、地
元
の
蒲
井
、

旭
地
区
の
方
々
に
は
大
変
な
影
響
が
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
原
発
推
進
の
考
え
の
真

意
に
は
、
地
域
振
興
を
進
め
た
い
と
の
地
元

の
強
い
願
い
が
あ
っ
た
と
受
け
と
め
て
い
ま

す
。
原
発
を
推
進
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら

ず
、蒲
井
、旭
地
区
を
は
じ
め
久
美
浜
町
域
周

辺
の
地
域
振
興
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
地
元
の
方
々
の
地
域
振
興
に
対

す
る
考
え
方
な
ど
を
真
剣
に
お
聞
き
し
、
具

体
的
な
振
興
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

原
発
問
題
に
つ
い
て
本
市
と
し
て
の
結
論
を

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

成
人
式
は
一
月
に 

　
三
月
二
十
日
に
開
か
れ
た
市
成
人
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
私
は
成
人
式
を
各
町
で
行
う

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
私
を
含
め
多
く

の
友
人
は
式
前
日
が
卒
業
式
で
し
た
。 

　
六
町
一
緒
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
開
催
時

期
を
一
月
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

昨
年
度
の
開
催
方
法
を
基
本
に 

さ
ら
な
る
検
討
を
行
い
ま
す 

　
本
紙
三
月
号
で
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、

成
人
式
は
、
成
人
の
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会

し
て
一
か
所
で
開
催
す
る
の
が
一
番
よ
い
と

考
え
、
収
容
人
数
や
駐
車
場
な
ど
の
条
件
を

考
慮
し
て
、
丹
後
文
化
会
館
を
会
場
に
行
い

ま
し
た
。 

　
開
催
日
に
つ
い
て
も
、
大
勢
の
み
な
さ
ん

に
お
集
り
い
た
だ
く
た
め
、
積
雪
に
よ
る
交

通
へ
の
影
響
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
三
月
の

第
三
日
曜
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
十
六
年
度
の
成
人
式

に
は
、
旧
六
町
で
行
っ
て
い
た
成
人
式
の
出

席
率
と
変
わ
ら
な
い
約
八
〇
％
の
か
た
に
出

席
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
短
期
大
学
の
卒
業
式
と
の
関
係
で
す
が
、

市
内
の
高
等
学
校
卒
業
生
で
約
七
十
人
の
か

た
が
短
期
大
学
に
進
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
年

の
卒
業
式
の
日
程
に
つ
い
て
数
校
に
お
聞
き

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
前
後
の
日
に
卒

業
式
を
予
定
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
し
た

が
、
同
日
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
年
度
の
成
人

式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
の
開
催
方
法

や
開
催
時
期
を
基
本
に
し
つ
つ
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
は
じ
め
、
今
後
と
も
広
く
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
成
人
式

が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
さ
ら
な
る
検

討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
社
会
教
育
課
】 

大
宮
町
に
救
急
車
を
配
備
し
て
も

ら
え
な
い
か 

　
大
宮
町
に
救
急
車
を
配
備
し
て
ほ
し
い
。 

　
今
は
、峰
山
町
か
ら
救
急
車
が
き
ま
す
が
、

一
分
一
秒
で
も
早
く
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

合
併
後
の
新
豊
岡
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
配
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
但
東
町
に
配
備
す
る

計
画
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

消
防
組
織
の
体
制
整
備
の
な
か
で

検
討
し
て
い
き
ま
す 

　
現
在
、市
消
防
本
部
で
は
、峰
山
町
に
本
署

を
お
い
て
峰
山
町
、
大
宮
町
、
弥
栄
町
（
一
部

除
く
）を
管
轄
、網
野
町
に
網
野
分
署
を
置
き

網
野
町
、
丹
後
町
（
火
災
の
み
）
、
弥
栄
町
（
一

部
除
く
）を
管
轄
、久
美
浜
町
に
久
美
浜
分
署

を
置
い
て
久
美
浜
町
を
管
轄
、
丹
後
町
に
竹 

Ｑ Ａ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ Ａ 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

今年３月に京都府丹後文化会館で行われた成人式 
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野
川
分
遣
所（
救
急
の
み
）を
置
い
て
丹
後
町
、

弥
栄
町
（
一
部
の
み
）
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

広
範
囲
な
管
内
面
積（
五
〇
一
・
八
三
平
方
㌔

メ
ー
ト
ル
）
に
一
署
、
二
分
署
、
一
分
遣
所
を

配
置
し
て
、地
域
の
安
心
、安
全
を
守
る
常
備

消
防
と
し
て
出
動
体
制
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。 

　
常
備
消
防
が
発
足
し
て
十
八
年
が
経
過
し

た
今
日
、
諸
般
の
状
況
も
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
大
宮
町

へ
の
緊
急
自
動
車
の
配
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
消
防
自
動
車
も
含
め

た
常
備
消
防
の
消
防
組
織
・
体
制
な
ど
、全
般

に
わ
た
る
問
題
解
決
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
非
常
備
消
防
で
あ
る
消
防
団
の
団
組

織
・
再
編
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、こ
れ
ら
の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
な
お
、
ご
意
見
に
あ
る
旧
但
東
町
に
救
急

車
が
配
備
さ
れ
る
計
画
に
つ
い
て
、
豊
岡
市

消
防
本
部
に
確
認
し
ま
し
た
。
旧
但
東
町
内

は
同
消
防
本
部
出
石
分
署
の
管
轄
で
す
が
、

平
成
十
八
年
度
中
に
但
東
総
合
支
所
（
旧
但

東
町
役
場
）
に
昼
間
の
み
救
急
車
を
配
備
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。な
お
、夜
間
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
出
石
分
署
が
対
応

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

【
消
防
本
部
】 

災
害
時
に
家
庭
や
地
域
で
で
き
る

こ
と
を
教
え
て 

　
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
災
害
や
地
震
が
起

き
て
い
る
の
で
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ

と
な
ど
を
く
わ
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。 

　
救
命
救
急
講
習
会
な
ど
を
年
に
何
回
も
開

い
て
ほ
し
い
。 

【
無
記
名
】 

防
災
知
識
の
普
及
な
ど
を
含
め 

防
災
計
画
を
策
定
中
で
す 

　
昨
年
は
、
多
く
の
台
風
が
日
本
列
島
に
上

陸
し
、
全
国
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。特
に
、台
風
二
十
三
号
で
は
京
丹

後
市
も
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

新
潟
県
中
越
地
震
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の

よ
う
に
地
震
発
生
確
立
が
低
い
と
さ
れ
て
い

た
地
域
で
も
大
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
危
機
感
を
も
っ
て
防
災

対
策
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
市
で
は
、現
在
、新
た
な
防
災
計
画
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
施
設
も
改
め

て
指
定
を
行
い
、防
災
知
識
の
普
及
、防
災
訓

練
、
地
域
に
お
け
る
相
互
協
力
体
制
の
確
立

な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
項
目
を
取
り
上

げ
て
計
画
す
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
「
災
害
や
地
震
に

備
え
て
、家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
」に
つ

い
て
、
次
ペ
ー
ジ
に
若
干
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
市
で
は
各
家
庭
で
日
ご
ろ
か
ら
で

き
る
災
害
へ
の
備
え
、
災
害
発
生
時
の
行
動

な
ど
に
つ
い
て
地
域
や
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
で
研
修
会
を
計
画
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
、

担
当
職
員
が
出
か
け
一
緒
に
学
習
す
る
よ
う

な
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、防
災
計

画
が
ま
と
ま
れ
ば
、
避
難
施
設
を
地
図
に
示

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
各
世
帯
に
お
配
り
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
本
部
で
は
、「
救
え
る
命
を
救
い
た
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
救
命
技
術
を
一
人
で
も
多

く
の
人
に
修
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、「
普
通
救
命
講
習
（
三
時
間
講
習
）
」

を
年
三
回（
五
月
・
九
月
・
十
二
月
）行
っ
て
い

ま
す
。 

　
開
催
の
案
内
は
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、自

治
会
な
ど
で
講
習
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る

と
き
は
消
防
本
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
総
務
課
・
消
防
本
部
】 

  

投
稿
さ
れ
る
か
た
へ
の
お
願
い 

　
市
で
は
、
市
政
に
対
す
る
、
ご
意
見
や
ご

提
案
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め

「
ご
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
名
前
や
連
絡
先
を
ご
記
入
い
た
だ
い
て

い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
か
た
の
お
名
前
な
ど
の
記
入

が
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
直
接
お

答
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
公

開
に
あ
た
っ
て
は
、
お
名
前
な
ど
は
非
公
開

と
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
非
公
開
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
の

内
容
の
公
開
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
ご

意
見
箱
用
紙
に
そ
の
旨
を
ご
記
入
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を
投
稿

さ
れ
る
と
き
は
、
お
名
前
や
連
絡
先
の
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ご
意
見
箱
は
、
市
役
所
各
庁
舎
と
弥
栄
病

院
、
久
美
浜
病
院
の
八
か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
専

用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手

紙
や
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
受
け
付
け
も
し

て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

Ｑ 

Ａ 

峰山消防署に２台配置されている救急車 
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地
震
が
起
き
た
ら
、
一
人
ひ
と

り
が
あ
わ
て
ず
、
適
切
に
行
動
す

る
こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
グ
ラ
ッ
と

き
た
時
の
身
の
安
全
確
保
の
方
法
、

注
意
す
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
突
然
起
こ
る
地
震
に
対

し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
が

大
切
で
す
。
家
庭
で
取
り
組
む
地

震
対
策
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
家の中の危険をなくそう 
【落下・転倒防止】 

●テレビは低いところに置く。棚やタンスの上に重い

物を置かない。 

●本棚やロッカーなどの収納物は、上に軽いもの、下に

重いものを置く。 

●家具は壁や柱にぴったりつけ、Ｌ字金具などで固定

する。 

【火災防止】 

●暖房機具の対震自動消火装置の作動状況を定期的に

確認する。 

●火元のまわりは整理整とんし、カーテンはなるべく

防炎加工のものを使う。 

【身の安全対策】 

●寝室や子ども部屋・高齢者の部屋には、大きな家具を

置かない。 

●窓や戸棚のガラスには、飛散防止フィルムをはる。 

家族防災会議を開こう 
突然襲ってくる地震の被害を最小限にするには、日ご

ろの準備が大切です。月に一度は家族みんなが集まって、

家庭での防災や、地震が起きたときの対応・地震から身

を守る方法について話し合っておきましょう 

チェックポイント 

①家族一人ひとりの役割分担の確認 

②家具などの安全な配置と転倒防止対策の実施 

③屋外や家屋そのものの危険個所のチェック 

④非常持出品の有効期限のチェック。必要なもの

の入れ替え 

⑤家の近くの学校や公園など、災害時の避難場所

　を確認 

⑥遠くの親戚を連絡ポイントに。または、ＮＴＴ

災害用伝言ダイヤル「171」を利用するなど、災

害時の連絡方法の確認 

補強・改修で地震に強い家にしよう 
わが家は地震に対してどれくらい強いのか、自己診断

と耐震補強を 

●しっかりした頑丈な基礎に取り替えよう 

　玉石基礎などの場合は、鉄筋コンクリート造の布基
　礎に替え土台にアンカーボルトで締めつけます。 

●腐食した個所を修繕しよう 
　腐ったり、シロアリに食われたりした部材は取り替え、
　柱は根継ぎします。 

●金物でしっかり固定しよう 
　土台・柱・はり・筋かいなどの接合部は、金物などを使
　って堅固にします。 

●丈夫な壁を増やそう 
　筋かいを入れたり、構造用合板を張ったりして強い
　壁を増やします。また、開口部を減らして壁の量を増
　やし、つりあいのよい配置にします。 

◆耐震診断や耐震補強に関するご相談は 

京都府土木建築部建築指導課（☎075-414-5346） 

京都府丹後土木事務所（☎0772-22-3244） 

家の外の危険をなくそう 
●プロパンガスのボンベはしっかり固定しておく 

●ブロック塀や石垣のくずれは補強しておく 
　※ブロック塀で、土中に30cm以上の基礎部分のないものや、鉄筋

　　が入っていないものは危険です。 

●不安定な屋根上のアンテナ、屋根瓦は補強しておく 

●ベランダの植木鉢などを整理整とんし、落下の恐れ

　がある場所に置かない。 

家庭で取り組む地震対策家庭で取り組む地震対策 家庭で取り組む地震対策 

そのときあなたはどうしますか？ 
グラグラッときたら・・・ グラグラッときたら・・・ グラグラッときたら・・・ 

日ごろの備えを大切に日ごろの備えを大切に 日ごろの備えを大切に日ごろの備えを大切に 日ごろの備えを大切に 

非
常
持
出
袋
に
は
懐
中
電
灯
や
医

薬
品
な
ど
の
ほ
か
約
三
日
分
の
食

糧
や
水
が
必
要 
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地震が起きたときには地震が起きたときには 地震が起きたときには 

自主防災組織をつくろう 
　大地震が発生した場合、さまざまな

悪条件により必ずしも市町村の防災

活動がスムーズに行われるとはかぎ

りません。被害の防止や軽減を図るた

めに、出火防止、初期消火・被災者の救

出救護・避難誘導など、地域住民の自

主的な防災活動が欠かせません。地区

などで「自主防災組織」を編成し、日ご

ろから災害に備えた防災訓練などを

積み重ねておきましょう。 

●地域住民の防災意識を高め、正しい防災知識の普及

　を図る。 

●災害時に注意しなければならない地域固有の事情を

　確認しておく。 

●各家庭における防災のための安全点検や整備を行う。 

●消火活動や救出・救護活動用の防災用資機材を整備

　点検する。 

●防災訓練を行い、必要な知識や技術を習得する。 

●災害情報の収集や避難命令の伝達など、広報活動を

　行う。 

●出火防止や初期消火活動を行う。 

●負傷者の救出や救護活動を行う。 

●水・食糧などの配分、炊き出しなどの給食、給水活動

　を行う。 

平
常
時
の
活
動

平
常
時
の
活
動 

平
常
時
の
活
動 

災
害
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動 

災
害
時
の
活
動 

地域で自主防災組織をつくるなどの

自主防災活動を始められるときは、

市役所の防災担当または消防署まで

ご相談ください。 

◎まずわが身の安全を図る 

　地震は長くても１～２分。すばやくテーブル

などの下に身を隠し身の安全を確保しましょう。 

◎避難は徒歩で、荷物は最小限に 

　指定された避難場所には徒歩で避難。車やオ

ートバイは使わないようにしましょう。 

◎山崩れ、がけ崩れ、津波に注意 

　山間部や海岸地帯で地震を感じたら、早めに

避難しましょう。 

◎狭い路地、塀ぎわ、がけや川べりに近づかない 

　屋外では頭を保護し、ブロック塀や門柱など、

倒壊物・落下物に注意。危険のある場所には近づ

かないようにしましょう。 

◎外へ逃げるときはあわてずに 

　外へ逃げるときは、瓦やガラスなどの落下物

に注意し、落ち着いた行動を心掛けましょう。 

◎非常脱出口を確認する 

　激しい揺れで建物がゆがむとドアが開かなく

なります。玄関などの扉を開けて出口を確保し

ましょう。 

◎火が出たらすぐに消火を 

　「火事だ！」と大声で叫び、隣近所にも協力を

求め、天井に燃え移る前ならあわてずに消火に

努めましょう。 

◎すばやく火の始末を 

　「火を消せ」とみんなで声をかけ合い、調理器

具や暖房機具などの火を確実に消しましょう。 

◎自動車は道路の左側にキーをつけたまま 

　運転中に地震を感じたら、道路左側の空地に

停車し、エンジンをとめましょう。避難するとき

は、エンジンキーはつけたままにしましょう。 

◎正しい情報をつかみ余震を恐れない 

　うわさやデマに振り回されないようにして、

ラジオやテレビで正確な情報を入手しましょう。 

地域で取り組む地震対策地域で取り組む地震対策 地域で取り組む地震対策 

地震が起こったときに、落ち着いて行動ができるよう普段から心

がけ、いざというときに迅速に行動できるようにしましょう。 

落ち着いて行動を落ち着いて行動を 落ち着いて行動を 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

６月の休館日 
13日（月）・20日（月）・27日（月） 

開 館 時 間 

10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

※休館日は本紙発行日の 
６月10日以降を掲載しています。 

　京丹後市に在住または通勤・通学されているかたは、どなたでも図書

館の利用カードをつくっていただけます。初めて図書館を利用されるか

たは、保険証や免許証などの身分証明書をご持参ください。 

　丹後図書室では、現在、蔵書のデータ点検と整備

を行っています。これまでと本の場所がかわってい

る場合がありますので、お探しの本が見当たらない

ときは、お気軽に職員へお尋ねください。 

　また、同時に、利用カードのデータ整理も行って

います。すでに利用登録されているかたにも、身分

証明の提示をお願いする場合があります。 

　より利用しやすい図書室を目指して作業を進めて

いますので、ご協力をお願いします。 

　図書館では、さまざまなかたが本を探されます。ですから、だれもが

利用しやすいように、本を分類整理しています。図書館で一般的に利用

している分類法は「日本十進分類法＝ＮＤＣ」といいます。 

　図書館に並んでいる本の背表紙をご覧ください。０～９の数字を書い

たラベルを貼り、どこの図書館でも番号順に本を並べています。図書館

で本を探すときに、この分類を知っていると、きっと役に立つでしょう。 

みんなのみんなの 

　　図書館です　　図書館です 

みんなの 

　　図書館です 

「子ども読書の日」記念 
　　　　　おはなし会を開催 

エプロンシアター 

あみの図書館 峰山図書館 

弥栄図書室 

丹後図書室 

　峰山図書館では「子ども読書の日」（４月23日）を

記念して、子どもたちに本を身近に感じてもらおう

と、同日に峰山地域公民館（峰山町杉谷）で「おは

なし会」を開催しました。 

　読み聞かせボランティアのみなさんによる、エプ

ロンシアター「さるかに話」や、大型絵本「うさぎ

のくれたバレエシューズ」、大型紙芝居「たべられ

たやまんば」の上演

をはじめ、手品や手

遊びも行い、約60人

の親子の笑顔が会場

いっぱいに広がりま

した。来年以降も開

催しますので、ぜひ

ご参加ください。 

ご存じですか？図書館のはなしご存じですか？図書館のはなし ご存じですか？図書館のはなし 

ご利用ください　図書館ホームページご利用ください　図書館ホームページ ご利用ください　図書館ホームページ 

　弥栄図書室では、

この４月から毎月第

４水曜日の10：30か

ら、乳幼児を対象と

した「おはなし会」を行っています。 

　第１回目は、４月27日に弥栄地域公民館（弥栄町

溝谷）で開催。「たまごのあかちゃん」、「くつくつ

あるけ」などの読み聞かせや手遊びなど、和気あい

あいとした雰囲気の中、参加者はとてもうれしそう

でした。 

　市のホームペー

ジから市内の図書

館（室）の蔵書検

索画面を見ること

ができますので、

ぜひご活用くださ

い。（久美浜図書室

は、検索できません） 

　旧６町が合併して

１年。網野地域以外

の多くのかたにもご

利用いただいていま

す。 

　「ＡＶコーナー」も人気です。ぜひご利用ください。 
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舎
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〜
大
宮
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旧
口
大
野
村
役
場
庁
舎
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京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
二

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
二 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
二

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
二 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
二 

　
「
み
ど
り
」
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、「
峰

山
・
長
岡
緑
の
少
年
団
」（
隅
倉
良
雄
代
表
・
二
十
九

人
）
が
、
四
月
三
十
日
に
峰
山
町
新
町
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
マ
イ
ン
」
の
店
頭
で
、
緑
化
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
少
年
団
は
、
平
成
二
年
に
宇
治
市
で
開
か
れ
た

「
全
国
植
樹
祭
」
に
先
だ
っ
て
設
立
。
長
岡
小
学
校

の
児
童
を
中
心
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
一
年
を

通
じ
て
植
樹
な
ど
に
よ
る
緑
化
推
進
や
環
境
美
化
活

動
を
は
じ
め
、
毎
年
「
み
ど
り
の
日
」（
四
月
二
十
九

日
）
に
あ
わ
せ
て
、
緑
化
募
金
活
動
に
協
力
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
日
、
お
そ
ろ
い
の
帽
子
と
ス
カ
ー
フ
に
身
を

包
ん
だ
団
員
は
、
「
『
緑
の
募
金
』
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
緑
の
羽
根
や
花
の
種
を
手
渡
し
、
自
然
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。 

声
を
そ
ろ
え
て
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た 

みどりを大切にみどりを大切に みどりを大切に 

峰山・長岡緑の少年団 

緑化募金を呼びかけ 

  

旧
口
大
野
村
役
場
庁
舎
は
、
江
戸
時

代
か
ら
織
物
業
で
栄
え
た
大
宮
町
口
大

野
区
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
所
在
地
は
、

「
大
道
筋
」
と
い
う
小
字
名
で
、
中
世

以
来
の
主
要
な
交
通
路
に
面
し
た
立
地

状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、

昭
和
二
年
三
月
七
日
の
丹
後
大
震
災
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
周
辺
に
は
、
同
じ
時
期
に
建
て

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
旧
口
大
野
郵
便

局
な
ど
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

旧
口
大
野
村
役
場
庁
舎
は
、
和
風
民

家
の
並
ぶ
景
観
の
中
で
洋
風
の
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
建
物
と
し
て
特

異
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
時
の
設
計
図
な
ど
の
資
料
が
残
っ

て
い
な
い
た
め
、
建
設
に
至
る
経
過
や

設
計
者
、
建
設
者
な
ど
は
不
明
で
す
が
、

市
の
建
物
台
帳
か
ら
沿
革
を
ひ
も
解
い

て
み
ま
す
。 

 

所
在
地
の
口
大
野
六
二
八
番
地
の
一
は
、

昭
和
四
年
一
月
か
ら
口
大
野
村
の
土
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
台
帳

に
昭
和
五
年
一
月
竣
工
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
建
物
の
建
造
時
期
は
、

昭
和
四
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

建
物
台
帳
に
よ
る
と
、
昭
和
十
六
年

十
一
月
に
は
、
二
階
の
和
室
五
二
平
方

メ
ー

ト
ル

を
増
築
し
た
と
書
か
れ
、
面
積
か
ら

み
る
と
和
室
二
部
屋
と
台
所
の
三
部
屋

の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
書
類
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
台
所
の
横
に
あ
る

階
段
に
は
窓
が
み
ら
れ
、
当
初
は
こ
の

部
分
が
外
壁
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
従
っ
て
二
階
北
側
は
、
増
築
さ

れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。 

 

昭
和
四
年
は
、
丹
後
大
震
災
か
ら
二

年
が
経
過
し
、
復
興
が
進
ん
で
い
た
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。
当
時
の
役
場
庁
舎

の
外
壁
は
、
木
造
の
も
の
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
そ
の
中
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
木
を
交
互
に
配
置
す
る
外
観
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
階
の
事
務

室
は
、
柱
が
部
屋
の
隅
に
配
置
さ
れ
る

の
み
で
間
仕
切
り
の
な
い
開
放
的
な
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
階
段
の
手
す
り

や
内
装
は
洋
風
仕
上
げ
で
、
電
球
も
そ

れ
に
似
合
う
洋
風
の
も
の
が
用
い
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
事
務
室
の

真
上
に
当
た
る
二
階
の
議
場
は
、
事
務

室
と
同
じ
よ
う
に
開
放
的
な
洋
風
の
仕

上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
震
災
直
後
で
あ
り
な
が

ら
洋
風
の
内
外
装
を
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
の
口
大
野
村
の

震
災
復
興
に
か
け
る
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
建
物
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月

の
町
村
合
併
後
も
、
引
き
続
き
大
宮
町

役
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
七
年
に
役
場
が
移

転
し
て
か
ら
は
、
口
大
野
公
民
館
、
京

都
銀
行
口
大
野
支
店
、
大
宮
町
商
工
会

館
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
に
、
若
干
の
内
装
変
更
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
今
も
な
お
建
築
当
時
の

姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
旧
口
大
野
村
役
場
庁
舎
は
、

昭
和
初
期
の
洋
風
建
築
と
し
て
は
珍
し
く
、

そ
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
点
か
ら
、

平
成
十
一
年
七
月
八
日
に
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

旧口大野村役場庁舎 
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人口のうごき

男　　　31,474人

女　　　34,047人

計　　　65,521人

世帯数　21,865

　　　（５月１日現在）

　
五
月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
、
朝
日
神
社
（
網

野
町
浅
茂
川
）
で
恒
例
の
「
子
ど
も
み
こ
し
」
の

巡
行
と
「
子
ど
も
相
撲
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
午
前
九
時
か
ら
の
神
事
に
続
き
、
浅

茂
川
連
合
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
子
ど
も
み

こ
し
」
が
巡
行
。
そ
ろ
い
の
法
被
姿
に
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
元
気
な
声
を
上
げ
巡
行
す
る
と
、
沿
道
か
ら
温

か
い
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
朝
日
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ

た
「
子
ど
も
相
撲
」
に
は
、
園
児
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
三
十
三
人
が
参
加
。
学
年
ご
と

に
行
わ
れ
た
取
り
組
み
で
は
、
豪
快
な
投
げ
技
が

決
ま
っ
た
り
、
勢
い
あ
ま
っ
て
顔
か
ら
倒
れ
こ
ん

で
し
ま
う
場
面
が
あ
る
な
ど
、
一
番
ご
と
に
盛
ん

な
拍
手
や
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
連
休
中
の
五
月
四
日
、
日
吉
神
社
（
大
宮
町
谷

内
）
で
伝
統
行
事
の
「
山
王
尊
の
奉
納
相
撲
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
七
時
三
十
分
、
ち
ょ
う
ち
ん
と
か
が
り
火

に
照
ら
さ
れ
た
境
内
に
、
小
・
中
学
生
約
二
十
人

が
集
合
。

　
保
護
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
見
物
人
が
見
守
る

土
俵
で
、
学
年
ご
と
の
取
り
組
み
や
、
勝
ち
抜
き

戦
、
飛
び
入
り
で
参
加
し
た
大
人
と
の
取
り
組
み

な
ど
、
は
だ
し
で
砂
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
保
護
者
の
か

た
な
ど
が
つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
る
な
ど
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一
日
を
地
域
あ
げ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

勇
壮
に
　
み
こ
し
　
練
る

勇
壮
に
　
み
こ
し
　
練
る

勇
壮
に
　
み
こ
し
　
練
る

金
峰
神
社

金
峰
神
社

金
峰
神
社

子
ど
も
の
元
気
な
声
響
く

子
ど
も
の
元
気
な
声
響
く

子
ど
も
の
元
気
な
声
響
く

朝
日
神
社

朝
日
神
社

朝
日
神
社

子
ど
も
相
撲
に
歓
声

子
ど
も
相
撲
に
歓
声

子
ど
も
相
撲
に
歓
声

保
護
者
も
飛
び
入
り
参
加

保
護
者
も
飛
び
入
り
参
加

日
吉
神
社

日
吉
神
社

　
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
っ
た
五
月
五
日
、
金

峰
神
社
（
峰
山
町
吉
原
）
の
「
み
こ
し
渡
御
」
が

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
境
内
で
の
神
事
に
続
き
、
午
前
八
時
過
ぎ
に
そ

ろ
い
の
法
被
を
着
込
ん
だ
峰
山
西
地
区
の
有
志
約

百
人
に
担
が
れ
た
き
ら
び
や
か
な
「
み
こ
し
」
が

出
発
。
先
導
の
「
お
み
こ
っ
さ
ん
だ
」
の
掛
け
声

に
あ
わ
せ
「
ワ
ー
ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢
に
あ
ふ
れ

た
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
約
八
時
間
を
か
け
て

町
中
を
巡
行
す
る
と
、
沿
道
の
見
物
人
は
、
カ
メ

ラ
に
お
さ
め
る
な
ど
、
迫
力
あ
る
巡
行
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

強い日差しが照りつける中、

　　　　　　　　大粒の汗をぬぐいながら勇壮に巡行

かがり火に照らされながら

　　　　　　　　　熱戦を展開

大きな声援を背に

　　　　　暑さも忘れ元気いっぱい

日
吉
神
社

保
護
者
も
飛
び
入
り
参
加


